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る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報 

６
月
７
日 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会
を
開
催 

 

６
月
７
日
、
市
ヶ
谷
駅
付
近
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学
会
館
に
お
い

て
、
第
12
回
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
約
50
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
、
約
20
名
の
村
か
ら
の
来
賓
を
お

迎
え
し
て
、
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
に
つ
い
て
、
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
議
事
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致

で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
、
交
流
会
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
友

人
や
来
賓
の
皆
さ
ん
と
昔
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

  

早
稲
田
大
学
教
務
部
と
木
島
平
村
と
の
連
携
協
定
締
結 

 

平
成
26
年
５
月
29
日
（
木
）
早
稲
田
大
学 

大
隈
会
館
に
お
い
て
、
早
稲

田
大
学
教
務
部
と
木
島
平
村
と
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。 

早
稲
田
大
学
と
の
連
携
事
業
は
、
平
成
21
年

度
に
早
稲
田
大
学
の
実
践
型
産
官
学
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
通
称
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
に
参
画
し
た
こ
と
を
契
機
に

今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
魅
力
を
掘
り
起
し
、

地
域
の
活
性
化
策
を
提
案
す
る
も
の
で
、
昨
年

は
馬
曲
、
原
大
沢
、
内
山
地
区
に
入
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
地
域
の
営
み
や
暮
ら

し
を
学
び
、
現
在
の
集
落
活
動
を
よ
り
活
発
に

す
る
た
め
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
、
よ
り
学
生
が
主

体
と
な
っ
て
地
域
と
継
続
し
た
活
動
を
展
開
し
た
い
と
学
生
サ
ー
ク
ル
「
わ

せ
だ
い
ら
」
が
発
足
し
、
雪
か
き
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
学
生
と
地
域

の
新
た
な
交
流
活
動
が
動
き
出
し
ま
し
た
。 

調
印
式
当
日
は
、
大
野
教
務
部
長
を
は
じ
め
大
学
職
員
の
皆
さ
ん
と
学
生

サ
ー
ク
ル
「
わ
せ
だ
い
ら
」
の
メ
ン
バ
ー
５
人
が
参
加
し
、
今
後
の
連
携
事
業

に
対
す
る
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

村
で
は
、
こ
の
連
携
協
定
を
機
に
、
よ
り
積
極
的
に
大
学
と
地
域
の
連
携
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

番号 役職 氏名 備考 

１ 顧 問 石川 幸雄  

２ 会 長 藤原 國平  

３ 副会長 中島今朝清  

４ 副会長 岩下 富恵  

５ 副会長 小林 建夫  

６ 副会長 小松  潔  

７ 理 事 小賀坂道邦  

８ 理 事 高橋 邦子  

９ 理 事 岡田 庸利  

１０ 理 事 湯本 信子  

１１ 理 事 高木  弘  

１２ 理 事 土屋 芳雄  

１３ 理 事 小池 脩一  

１４ 理 事 高藤 貴視  

１５ 理 事 山城 弘枝 新任 

１６ 理 事 高木 清一 新任 

１７ 理 事 持田 寿晴 新任 

１８ 監 事 森  則子  

１９ 監 事 寶井  護  

平
成
26
年
６
月
13
日
発
行 
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『
ふ
る
さ
と
木
島
平
』
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集 

 
来
年
の
村
制
６
０
周
年
に
向
け
て
、
２
０
１

４
「
ふ
る
さ
と
木
島
平
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
。
木
島
平
村
の
風
景
や
行
事
、
産
業
、

史
跡
な
ど
、
皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
、
と
っ
て
お

き
の
ふ
る
さ
と
木
島
平
村
を
写
真
に
収
め
、
た

く
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
募
集
要
領 

 

⑴
テ
ー
マ 

「
木
島
平
ら
し
さ
」 

 

⑵
部 

門 

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト 

 

⑶
サ
イ
ズ 

４
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
可
） 

 

⑷
応
募
作
品 

自
作
品
で
未
発
表
の
作
品
に
限
る 

 

⑸
応
募
期
間 

平
成
27
年
１
月
23
日
（
金
）
ま
で 

 

⑹
表
彰 

 
 

平
成
27
年
３
月
に
表
彰
式
を
開
催 

 
 
 
 
 
 
 

＊
最
優
秀
賞 

１
点
…
賞
状
及
び
賞
金
３
万
円 

 
 
 
 
 
 
 

＊
優
秀
賞 

 

２
点
…
賞
状
及
び
賞
金
２
万
円 

 
 
 
 
 
 
 

＊
入
賞 

 
 

５
点
…
賞
状
及
び
賞
金
１
万
円 

 
 
 
 
 
 
 

＊
佳
作 
 
 

数
点
…
賞
状
及
び
記
念
品 

※
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

今
年
も
開
催
し
ま
す
―
農
村
文
明
塾
「
農
村
学
講
座
」 

 

農
村
学
講
座
は
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
、
学
ん
だ
こ
と
を

実
際
に
農
村
で
の
暮
ら
し
や
生
業
に
活
か
す
た
め
に
、
農
村
を
取
り
巻
く
時

勢
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
学
ぶ
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
と
暮
ら
し
の
技
を

実
践
的
に
学
ぶ
「
実
践
講
座
」
の
２
本
立
て
で
開
催
し
ま
す
。 

 

◆
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ 

今
年
の
第
１
回
は
、「
こ
れ
か
ら
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

考
え
る
（
仮
題
）」
を
テ
ー
マ
に
、
７
月
26
日
（
土
）
に
農
村
交
流
館
で
開
催

し
、
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
農
村
の
資
源
や
価
値
を
活
か
し

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
な
お
、
第
２
回
は
、
平
成
27
年
２
月

22
日
（
日
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
実
践
講
座 

「
摘
み
草
料
理
」「
木
工
」「
炭
焼

き
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
３
～
４
回

の
連
続
講
座
を
行
い
、
暮
ら
し
の
技
を
学
び
ま

す
。
そ
し
て
、
農
村
で
の
生
業
づ
く
り
（
身
近
な

仕
事
づ
く
り
）
に
活
か
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
木
島
平
村
や
農
村

文
明
塾
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
希

望
者
に
は
チ
ラ
シ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９
の
２
３
９
２ 

木
島
平
村
役
場
内 

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局 

fax
０
２
６
９
の
８
２
の
４
１
２
１ 

✉k
i
c
h
o
@k
i
ji
m
ad
a
ir
a
.j
p
 

ま
で 

【
問
合
せ
先
】
農
村
文
明
塾
事
務
局 

〒
３
８
９
の
２
３
０
３ 

木
島
平
村
大
字
上
木
島
１
７
６
２ 

農
村
交
流
館
内 

℡
０
２
６
９
の
８
２
の
２
０
４
１ 

✉kijimadaira@nousonbunmei.jp 

ま
で 

昨年度の最優秀作品 

H23講座より（野沢菜漬け実習） 


